
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明けましておめでとうございます 

本年もよろしくお願い申し上げます 
 

おかげさまで、昨

年は全ての本会議

で一般質問を行うこ

とができました。変

わらぬご支援を賜り

誠にありがとうござ

います。また、一般質問、決算審査特別委員会な

どで訴えました「給食費の補助」、「水道料・下

水道料の減免」に関する議案が、１１月議会で

全員一致で可決し、誠に喜ばしく感じております。 
 

給食費に関しては、令和５年１月から３月まで

の３か月間ですが、保育園、幼稚園、市立の小

学校及び中学校の給食費が全額補助されます。 

学校によって免除の仕方が異なります。不明

点などは、学校にお問い合わせください。 
 

水道料・下水道料は、全ての世帯において、２

か月間の基本料が減免されます。佐倉市東部

（佐倉地区及び臼井地区の京成線南側）は、２

月の検診分（令和４年１２月・令和５年１月）、佐

倉市西部（稲荷台から志津方面）は、３月の検

針分（令和５年１月・２月）が減免となります。 

皆さまからの申込手続は不要で、対象となる

方の基本料が、自動的に全額減免されます。 
 

しかしながら、水道・下水道をご利用にならな

い方への配慮がなされていない事は、公平性の

観点から問題があるのではないでしょうか。例え

ば、北海道北斗市では、井戸水を使用している

方への支援制度【井戸水等使用者特例給付金】

として、水道基本料金の免除対象とならない井

戸水を利用している世帯を対象に、3,000 円を

支給しています。 佐倉市においても、井戸水の

みを利用している方や、下水道を使用しない方

に対しての更なる支援策を求めます。 
 

新型コロナや、ロシアのウクライナ侵略による

世界規模の物価高騰などをうけ、みなさまの

日々の暮らしもとても厳しくなっています。みなさ

まが、日々の暮らしを安心して過ごすことができ

る佐倉市となるような政策を、市民目線で訴え

続け、実現のため力を尽くすことが、私の議員と

しての責務と考えております。更なるご支援、ご

協力そしてご指導を心よりお願い申し上げます。 

  

 

こどもと みんな、 佐倉のために     ひまわり通信第 24号     

 

宇田みおこ  

 

発行：宇田実生子 〒285-086２ 佐倉市新臼井田 21-9 TEL/FAX 043-489-2061  MAIL: udamioko@gmail.com 

    議員、市長、副市長、教育長、上下水道 

事業管理者 期末手当引き上げ 決定 

賛成多数可決  賛成 さくら会（密本・岡野・斎藤・敷根・平野・爲田・石渡・櫻井・中村）、公明党 

  （押木・鍋田・久野・岡村）、自由民主さくら（斎藤・石井・徳永・山本）、高橋 

宇田反対  反対 市民ネット（松島・川口・五十嵐）、共産党（木崎・萩原）、稲田、玉城、 

  ひまわり会と市民オンブズマン（藤崎・宇田）。 
 

    改正の内容 千葉県人事院勧告に準拠し、一般職員の月例給及び期末・勤勉手当を引き上げる 

条例改正案同様、議員及び特別職の期末手当について、０.１月分を引上げるもの。 
 

 
    市民のみなさんは どう思いますか 

宇田反対理由  ◆ 企業規模50人以上かつ、事業所規模50人以上の民間事業所1,768のうち、

無作為抽出 374事業所対象の実態調査がベースの勧告のため、高い賃金水準となる傾向がある。 

◆ 長引くコロナ禍や、物価高騰のために、市民の皆さまの日々の暮らしも厳しくなっている。 

◆ コロナ対策費の事務処理誤りにより、約 3.72 億円の財政調整基金を取り崩し、約 5.3億円を国

に返還したことを、忘れてはいけない。 現状において、期末手当引き上げの理由はない。  

 

 

 
令和 5年 2月 1日発行  令和 4年 11月佐倉市議会定例会報告  会派：ひまわり会と市民オンブズマン 

 

     新佐倉図書館（夢咲くら館）内 

カフェでの酒類提供 禁止を‼ 
12/5 本会議で行われた議案第１５号 佐倉図書館等新町活性化複合施設駐車場の設置などに

関する条例制定に対する宇田みおこの質疑などにおいて、新佐倉図書館（夢咲くら館）内カフェでの

酒類提供の可能性が高いことがわかった。国内外の状況を改めて精査し、賢明な判断を求める。 
 

道路を挟んで向かい側に位置する佐倉美術館でも、ビール・ワインを提供しているため、問題はな

いとお考えのようであるが、佐倉美術館と新佐倉図書館（夢咲くら館）の、設置目的と利用者層は明

らかに異なるのではないだろうか。「公共の場での飲酒」は、海外先進国では既に禁止されている国

が多く、国内でもアルコールへの規制強化が進んでいることを、まさかご存知ないのであろうか。 
 

2010 年 5 月世界保健機関（ＷＨＯ）において「アルコールの有害な使用を低減するための世界

戦略」が採択され、わが国も、2014年 6月に「アルコール健康障害対策基本法」を施行、基本法に

基づき、2016 年 5 月に「アルコール健康障害対策推進基本計画」を策定した。千葉県でも基本法

に基づき、２０１９年３月に「アルコール健康障害対策推進基本計画」が策定され、重点課題の中に

は、特に配慮を要する者（未成年・妊産婦）に対する教育・啓発がある。 
 

「夢咲くら館内のカフェでの酒類提供禁止を求める要望書」を 市長、教育長に、12/14提出。 

賛同議員（松島・川口・高橋・稲田・玉城・木崎・五十嵐・萩原・藤崎・宇田）。円城寺教育長は、直接受

領して下さった。「酒類の提供は決定事項ではない。」とのこと。教育長の良識ある判断に期待する。 
 

    市民のみなさんは どう思いますか 

① 新佐倉図書館（夢咲くら館）は、乳幼児を無料で預かる子育て支援センターを併設し、近隣の多

くの児童・生徒も地下一階の図書エリアを利用することが期待されている。 

② 子ども、未成年者の多く集まることが期待される公共施設内の、ましてや入り口付近に位置する

カフェでの酒類提供は、佐倉市がアルコールを推奨していることを示すこととなり、WHO、国そし

て県の政策と逆行することにもなり、明らかに不適切である。  

③ カフェでの酒類提供が、新町活性化に高い効果があるとは考えにくい。図書館での酒類提供で

新町活性化を図ろうとすることは、歴史と文化の街、佐倉にとってふさわしい施策ではない。 

 

 
 

 

 5’35”～ 



    櫻井道明議員（さくら会幹事長）、高木大輔議長の 賛成少数否決 

宇田みおこへの不当な行為に対して 問責決議案第１１号提出  

の高木議長 

櫻井議員の問責決議案（人権侵害など） 否決 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

反対 さくら会（密本・岡野・斎藤・平野・ 

爲田・石渡・中村）、公明党（押木・鍋田・久野・

岡村）、自由民主さくら（斎藤・石井・徳永・山本） 

賛成 市民ネット（松島・川口・五十嵐）、 

共産党（木崎・萩原）、髙橋、稲田、玉城、 

ひまわり会と市民オンブズマン（藤崎・宇田） 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

    たかがブローチと失笑するなかれ 

佐倉市議会のヒエラルキーを壊せ 

 

 

 

4’29”～  

    令和４年１１月議会 宇田みおこ 一般質問より一部抜粋  
 

 

    コンプライアンスを遵守せよ 

●宇田 コンプライアンス実践はなされているか。 

●総務部長  なされているものと承知している。 

●宇田 情報公開請求をした会議報告書自体に

誤りがあった。稟議書には、部長以下 10 人が押

印しているにもかかわらず、作成者も出席者も、自

分の所属部署すら間違っていた。あまりにもお粗

末である。自分が（公務員として）全体の奉仕者

であるとの認識があれば、自分の仕事には全力を

もって尽くすべきである。これでも、コンプライアン

スの実践がなされていると、お答えになるか。 

●総務部長 コンプライアンス以前の事務手続き

のミスと捉えている。あってはいけないこと。機会を

捉えて注意喚起を、行ってまいりたいと思う。 

●宇田 余りにもミスがあり過ぎる。ミスに至る何

かほかの問題を抱えているとしか考えられない。 

 

    真相究明のための徹底調査を 

●宇田 教育委員会勤務の男性が 2013 年 12 

月に自殺をしたのは、連日教育長に呼び出されて

の叱責、過重な勤務が原因とし、佐倉市に約 1 億

3410 万円を求める訴訟が起こされた。余りにも

痛ましいことに心が痛む。教育長と市長の考えは。 

●市長・教育長 当時、教育委員会に在籍していた

職員が亡くなられたことについては、心より残念に

思っている。訴訟案件で個人に関わる内容もある

ので、この場において、内容に踏み込むことは差し

控えるが、適正かつ慎重に対応してまいりたいと考

えている。 

●宇田 真相究明のため決して隠蔽など許さず、 

徹底的に調査し、事実を明らかにしていただくよう

心から願う。パワハラ、過剰勤務によって、苦しんで

いる職員がいないよう、未然に防いで頂きたい。 

 

 

    ある市議に弁護士から内容証明送付

     
●昨年９月８日のある市議の Facebook上で、私と

特定できる表現をして、PEACE ROAD in JAPAN

の Tシャツを着た私の写真を保有していたなど、相

当の資料に基づくこともなく、「１番団体（旧統一教

会）にお世話になっていた」と虚偽の記載をし、且つ

「人としてどうなのか恐ろしい」と侮辱したことに関し

て、前記投稿を削除するとともに、私に対する謝罪を

掲載されたい旨の内容証明を、私の代理人弁護士 

から、当該議員宛に昨年１０月１３日に送付。 

●内容証明送付に至る経緯 ①昨年９月９日、市

民の方から Facebook当該記事及び当該議員の

旧統一教会関連団体主催イベントでのスピーチ写

真をメールにて受け取った。②昨年９月１２日、正副

議長宛「当該議員に記事の撤回などを求める要望

書」を提出。議長の回答は、「副議長は受け取りを

拒否。議会外の事は対処できない。」とのことだっ

た。③当該議員との話し合いは不可能と判断した。 

会議規則１４４条品位の尊重に反する過度な装飾

と、外すことを強制されたブローチをつけている。な

ぜ突然、「そのブローチ外せよ。」と言われたのか。

問題はブローチではなく佐倉市議会のヒエラルキー

（階層構造）である。これまでも、一部議員の他議員

に対する横暴な態度、言動には辟易していた。市民

の皆さまから選ばれた議員一人一人が、所属会派

に関わらず尊重される「健全な佐倉市議会の実現」

を願い、私は覚悟をもって、この決議案を提出した。 
 

    人権侵害のおそれのある行為 

●憲法第１３条、「すべて国民は、個人として尊重さ

れる。生命、自由及び幸福追求に対する国民の権利

については、公共の福祉に反しない限り、立法その

他の国政の上で、最大の尊重を必要とする。」 髪

型、アクセサリー、服装などの自由については、１３条

が根拠とされ、自己決定権が認められている。 
 

●佐倉市議会議員政治倫理条例（以下政治倫理

条例）第３条（政治倫理基準）議員は…。（6）「その

地位を利用して嫌がらせをし、強制し、又は圧力を

かける行為をしないこと。」、（7）「その他の人権侵

害のおそれのある行為をしないこと。」とある。 

 

した宇田への不当な行為。対等な立場であっても、

相手に正当な理由を示さず、強制、圧力をかける行

為をしてはならないのは、人として至極当然の道理。 
 

中村 市議会は言論の府。慣例的な考え（過度な

装飾を自ら慎むべき）に基づいた行為であり、会議

規則第 144 条品位の尊重に合致し、ハラスメント

や人権侵害に関わる行為には当たらない。 

宇田意見 過度な装飾と突然断定した根拠・基準

は何か。説明もなく閉ざされた環境で、男性４人の

中で女性１人に強制、圧力をかける行為は、ハラス

メント、人権侵害に関わる行為にあたるのは、明白。 
 

中村 宇田の主張する違反行為と、無関係な人物

の実名をさらすことは、名誉を著しく損なう恐れが

ある。当該２名に謝罪し、直ちに訂正すべき。 

宇田意見 違反行為を看過した市長、副議長は、

無関係ではなく、その責任は否めない。謝罪、訂正

を求めるなど言語道断である。 

 

     宇田みおこ HP 

 udamioko.org  

① １２月７日私の一般質問前の休憩時間、閉ざさ

れた議長室において、正副議長、櫻井議員、市

長のいる中、最大会派さくら会幹事長櫻井議員

は、私に対しブローチを外すよう、突然強制。 
 

② 「（同じブローチを）昨年も付けていた。規則

（佐倉市議会提要）のどこに記載があるのか。

外す理由がない。」などと私は反論したが、櫻井

議員は、「議会はそういうところではない。」など

の合理的理由のない言動を威圧的に繰り返し

発言した。決議では言及しなかったが、私はしつこ

さに耐えかね「ひまわり通信に書きますよ。」と発

言。櫻井議員は「書けよ。」等の言葉を返された。 
 

③ 私自身の一般質問の時間が迫っていたことに

加え、男性４人の中で、強制的にブローチを外

されるのではないかと脅威を感じ、「議長が外

せというのであれば、外す。」と言ったところ、議

長から、「ふさわしくないので外すように。」など

の発言があり、不本意ながら、要求に従った。 
 

これらの行為は、政治倫理条例第３条（政治倫理

基準）第６号、第７号に反する行為であり、看過でき

るものではなく、佐倉市議会の秩序を乱す行為であ

ることから、（言葉をもって強制した）高木議長並び

に櫻井議員に猛省を促すとともに、議員としての行

動規範を自覚するよう強く求める決議。 
 

議会運営委員会で、さくら会岡野議員の「これら

は事実か。」の問いに、「事実。」と答えた。私の主張

が虚偽、捏造でないために、その後の本会議では同

様の質疑がなかったと理解している。 
 

    さくら会反対討論への宇田意見  

中村 政治倫理条例は、議員による執行部に対する

働きかけ、抗議をきっかけに制定された。政治倫理

基準（6）は、議員の地位を利用し、相手方に対し強

制、圧力をかける行為を禁止するもの。対等な立場

の議員間における行為を対象としたものではないと

解するのが、至極当然の解釈である。 

宇田意見 当該条例に議員間は対象外、などの記

述は、どこにもない。第３条の主語は、議員である。

本件は、最大会派幹事長、議長が、その立場を利用

し 

    旧統一教会問題と市長公務 

●宇田 旧統一教会佐倉教会開催、参院選応援

会やイベント参加、挨拶を公務と判断した理由、政

教分離の原則、公平性、中立性からの見解を伺う。 

●企画政策部長 選挙応援は、政府要職経験者の

候補者とのパイプづくりが、市の課題解決や市政

発展につながる。ピースロード開催趣旨は、平和の

実現、コロナ終息など公益の増進に資する。宗教

的儀式を伴わず、関連施設と認識せず参加。イベ

ント等の趣旨に沿い参与を示した挨拶と市長から

の報告を受け、宗教的行為には当たらないと判断。 

●宇田 市長を補佐する秘書課職員が、主催者、

開催場所などを事前に調べ進言すべき。見解は。 

●企画政策部長 秘書課の徹底チェックの徹底は

必要であった。今後、市民の皆様から疑念を抱か

れないように努める。 

 

写真：問題のブローチを付けた昨年１１月議会 


